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Diel migrations of the two mysids, Iiella oshimai and Nipponomysis ornata, 
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燧灘大浜海岸におけるアミ2種の日周活動



砂浜海岸は，ヒラメをはじめとして多くの魚類の成
育場となっている（例えば，木下（1998）1）；Yamamoto
（2007）2））。小型の甲殻類のアミ類は，砂浜域に広く分
布し，この生態系の重要な構成種となっている2-4）。瀬
戸内海燧灘東部の砂浜海岸において，初夏の優占種で
あるヒラメ稚魚，ヒメハゼ，アラメガレイ，ネズッポ
類は，この砂浜域の優占種であるアミ類のオオシマフ
クロアミIiella oshimaiとモアミ属のNipponomysis
ornataを主要な餌としていた2, 5）。アミ類の日周期活動
の知見は，本種の捕食に関しての可能性を考察するた
めの基礎となる。しかしながら，これら2種のアミ類
の日周期活動は，岩手県大槌湾でI. oshimai 6），長崎県
志々伎湾でI. oshimai とN. ornata（東ら（1986）の報告7）

では，Gastrosaccus oshimai, Promeomysis ornataと記
載）が調べられているだけで，これらの情報は非常に
乏しい。そこで本研究では，瀬戸内海燧灘東部の海岸
で優占するI. oshimaiとN. ornataの日周期活動を調べ
た。

材料および方法

調査は，香川県三豊市大浜海岸において，2005年5
月19日17：30，19：30，20日9：00の3つの時間帯で実
施した（Table 1; Fig. 1）。調査日の香川県高松市の日
没，日出の時間は，それぞれ19：02と5：59であった。
また，調査時間内の満潮の時刻（潮位）は，20：27
（195 cm），8：25（209 cm），干潮の時刻は2：25（84
cm）であり（基準：高松港），5月19日の月齢は15.3で
あった。アミ類を含む餌料生物は2層式型桁網（網口
幅0.6 m；高さ0.3+0.3 m；目合0.33 mm）を，ライン A
とライン Bにおいて汀線と平行に30 m曳網して採集さ
れ，直ちに10％海水ホルマリンで固定された。なお，
両ラインともに大潮の干潮時でも干出しない。採集前
に表面海水温と水深を測定した。実験室において，餌
料生物の中からI. oshimaiとN. ornataを選別して個体
数を計数した。なお，中層（底から0.3～0.6 m）の餌
料生物は，すべてのサンプルについて選別を行ったが，
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底層（底から0～0.3 m）のサンプルについては，全体
の容積の1/3～1/80を無作為に抽出して，選別を行っ
た。アミ類の密度（個体数/ m2）は，網の採集効率を
1.0として，採集個体数を曳網面積18 m2で除して算出
した。本研究では，これまでのI. oshimaiとN. ornataの
報告6，7）で潮位による密度変動が観察されていないこ
とから，潮位についての検討をしていない。

結果および考察

両種ともに底層（底から0～0.3 m）の密度が高かっ
た（Table 2）。底から0～0.3 mの底層に分布するIiella
oshimaiとNipponomysis ornataの平均密度はそれぞれ
4.1個体／m2と527.7個体／m2（大部分が稚アミ）で，
N. ornataの密度の方がI. oshimaiより10倍以上高かっ
た。しかしながら，水深別（ライン別）にみると岸側
の水深約3mのラインAではI. oshimaiの密度が高く，
一方，沖側の水深約5mのラインBではN. ornataの密度
が高かった（Fig. 2）。つまり，I. oshimaiよりN. ornata
の方が深場に分布していたが，本調査砂浜域より南に
20km程度離れた香川県豊浜の極浅海域においても同
様な分布が観察された5）。密度については，アミ類の
年変動・季節変動は大きいため，比較は難しいものの，
豊浜のI. oshimaiとN. ornataの密度はそれぞれ1～40個
体／m2と10～350個体／m2で5）同レベルと考えられる。
時間帯ごとにアミ類の密度をみると，両種ともに日

中の中層の密度は0あるいは非常に低いものの日没後
19：30の中層の密度は高くなった。日没後に中層の密
度が高くなるのは，岩手県大槌湾のI. oshimai 6），長崎
県志々伎湾のI. oshimaiとN. ornate 7）でも報告されて
おり，本砂浜域においても，アミ2種が夕方から夜間
にかけて活動が活発になったものと推測される。本調
査砂浜域のヒラメ，アラメガレイ，ヒメハゼの摂餌活
動は，日没と日出前後に活発になっていたが2），これ
はアミ類の日周期活動と関連があると推察される。
沖側のラインBにおいて，I. oshimaiは日中の密度は

0あるいは非常に低いものの日没後の密度が底層・中
層ともに高くなった。長崎県志々伎湾のI. oshimaiの
調査では，本種の夜間の水平移動が示唆されている7）。
また，大槌湾においてI. oshimaiより砕波帯近くに分布
し，Iiella属と同じガストロサックス亜科（Gastrosaccinae）
に属するコクボフクロアミArchaeomysis kokuboiとナ
ミフクロアミA. japonicaは夜間には，底から表層に遊
泳し，分布域を沖側に広げることが報告されている6）。
一方，N. ornataは，岸側のラインAにおいて，昼間の
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Table 1  Collection records of mysids at Ohama Beach

Fig. 1.  Survey line for mysids at Ohama Beach in the 
central Seto Inland Sea.  Water depths indicate
the distance from the surface to the bottom at
the mean low tide.
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Table 2  Density (inds/m2) of Iiella oshimai and Nipponomysis ornata
in the two water column at Ohama Beach

Fig. 2.  Density (inds/ m2) of Iiella oshimai (bottom) and Nipponomysis ornata (top) in the 
two water column at Ohama Beach.



密度より，夜間の密度の方が高くなることから，N.
ornataも夜間に水平方向にも分布を広げている可能性
が示唆された。アミ類は昼夜で大きく分布域を変化さ
せたが，捕食者である魚類の分布密度も昼夜で異なる
ことが知られている8）。しかしながら，夜間のアミ類
と魚類食性調査の知見は限られており2, 9），砂浜食物網
の解明のため，これらの調査や安定同位体を用いた食
物源・栄養段階の解析が必要である。さらに本研究で
は，潮位についての検討をしていないが，本海域の干
満差は大きいこと（約3 m）から，今後，詳細に検討
すべきであろう。アミ類は，砂浜生態系において重要
な構成種であるのにも関わらず，生態的な調査が不足
していることから，今後，これらの知見を蓄積してい
くべきである。
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要　　旨

燧灘東部の大浜海岸においてオオシマフクロアミと
モアミ属の１種のNipponomysis ornataの日周活動に
ついて調査を行った。オオシマフクロアミよりN.
ornataの方が深場に分布し，N. ornataの密度はオオシ
マフクロアミの10倍以上高かった。日中は両種の分布
域はほとんど重ならないが，日没後には両種の遊泳活
動が活発になり，分布域が一部重なった。
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